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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
紀
十
字
軍
の
従
軍
者
逹
は
、
バ
レ
ス
チ
ナ
よ
り
本
國
へ
凱
旋
の
際
に
は
、
キ
リ
ス
ト
の
被
っ
た
荊
の
冠
の

破
片
と
か
、
或
は
ま
た
聖
母
マ
リ
ャ
の
追
物
と
か
い
っ
た
も
の
を
数
多
携
へ
て
蹄
っ
た
。
そ
れ
で
十
六
世
紀
の
頃
フ
ラ
ン
ス
の

あ
る
僧
院
に
は
キ
リ
ス
ト
の
涙
を
納
め
た
砲
子
瓶
と
い
ふ
も
の
が
あ
っ
た
し
、
ま
た
あ
る
数
會
に
は
キ
リ
ス
ト
の
吐
い
た
息
を

容
れ
た
と
い
ふ
硲
子
瓶
が
秘
蔵
さ
れ
た
り
し
た
。

そ
し
て
イ
ギ
リ
ス
に
持
ち
飼
ら
れ
た
所
謂
キ
リ
ス
ト
の
選
物
の
あ
る
も
の

は
、
イ
ギ
リ
ス
國
内
の
聖
地
を
創
造
す
る
役
割
を
さ
へ
つ
と
め
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
た
と
へ
ぱ
グ
ロ
ス
ク
ー
州
の

そ
し
て
こ
れ
は
獨
り
ョ
ー
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A
b
b
e
y

の

T
r
u
e
B
l
o
o
d
聖
廟
な
ど
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。

ロ
ッ
パ
に
於
て
の
み
見
ら
れ
る
の
で
は
な
く
東
洋
に
於
て
も
見
出
し
得
る
普
遍
的
な
硯
象
で
あ
る
。
た
と
へ
ば
十
四
世
紀
の
初

期
、
東
洋
に
来
た
ア
ラ
ビ
ア
人
イ
プ
ン
・
バ
ッ
ー
タ
の
旅
行
記
の
中
の
印
度
の
セ
イ
ロ
ン
島
の
佛
足
石
に
参
詣
し
た
一
節
に
は

嘗
て
あ
る
時
支
那
人
が
こ
の
聖
地
に
詣
で
て
佛
足
石
の
拇
指
の
部
分
を
鋏
き
取
っ
て
そ
の
本
國
に
持
ち
騨
り
、
廣
州
の
某
寺

院
に
安
置
し
た
。
そ
の
結
果
こ
の
佛
足
石
の
鋏
片
を
拝
ま
う
と
す
る
人
々
は
支
那
遠
近
各
地
よ
り
こ
の
寺
院
へ
巡
穆
し
て
ゐ
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佛
含
利
相
承
系
閥
と
日
宋
交
通
と
の
連
隅

と
記
し
て
ゐ
る
。
そ
し
て
こ
の
や
う
に
逝
か
外
國
の
蛮
地
を
慕
ひ
、
そ
の
聖
地
よ
り
持
ち
蹄
へ
ら
れ
た
選
物
・
記
念
物
簿
を
崇

拝
し
、
そ
れ
ら
を
通
し
て
破
祗
を
信
仰
し
、
ま
た
そ
れ
に
よ
っ
て
追
物
を
安
置
し
た
場
所
が
聖
地
と
な
る
や
う
に
な
っ
た
例

は
、
我
が
國
に
於
て
も
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
日
宋
交
通
の
初
期
の
頃
に
は
、
大
陸
の
五
豪
山
信
仰
が
盛
ん
で
、
僧
侶

逹
の
間
に
は
大
陸
に
渡
り
、
五
幸忌
山
に
詣
で
て
文
殊
菩
薩
の

―刀
硯
ゼ
拝
し
罪
障
の
消
滅
を
計
ら
う
と
願
ふ
者
が
多
か
っ
た
。
中

に
は
海
を
渡
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
か
ら
、
自
ら
梵
字
舘
勝
陀
羅
尼
を
書
し
、
ま
た
歯
一
枚
を
抜
い
て
其
の
経
巻
の
軸
に
納

め
、
こ
れ
を
商
船
に
託
し
て
五
盗
山
に
送
り
、
そ
れ
に
よ
つ
て
悪
業
や
重
罪
を
消
滅
し
や
う
と
企
て
た
も
の
す
ら
あ
っ
た
。

譴
E
こ
の
一
般
渇
仰
の
的
で
あ
っ
た
大
陸
忍
旱
山
参
詣
を
遂
げ
、
宜
和
二
年
騨
朝
し
た
入
宋
巡
韓
沙
門
裔
然
は
、
宋
よ
り
文

殊
像
・
十
六
羅
淡
締
像
・
賽
無
憂
樹
・
菩
提
樹
葉
・
荼
羅
葉
・
南
岳
大
師
の
拝
し
た
普
賢
菩
臨
・
五
豪
山
の
石
等
を
携
へ
て
扉

朝
し
2

嵯
峨
の
栖
霞
寺
に
安
置
し
た
の
で
、
五
豪
山
信
仰
熱
よ
り
し
て
、
所
謂
嵯
峨
詣
で
が
流
行
す
る
や
う
に
な
っ
て
来
た
の

0

左
細
記
長
元

四
•
九
•
一
八

で
あ
る

ま
た
唯
に
佛
像
や
樹
木
ば
か
り
で
は
な
く
、

台
記
久
安
ー1
1
•

た
°
六
●
一
九

り
、
聖
地
所
謂
鰈
瞼
所
を
生
ん
だ
と
同
様
に
、
矢
張
り
海
外
よ
り
将
来
さ
れ
て
人
々
の
信
仰
生
活
に
大
き
な
影
孵
を
典
へ
た
も

の
に
佛
舎
利
が
あ
る
。
次
に
こ
の
佛
舎
利
に
就
い
て
―
つ
の
興
味
あ
る
史
料
を
呈
示
し
よ
う
。
滋
賀
縣
犬
上
那
傲
満
寺
村
胡
宮

稗
祉
に
は
「
近
江
國
敏
満
寺
佛
舎
利
相
承
系
脳
」
と
い
ふ
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

佛
含
利
相
承

五
盗
山
の
秒
ま
で
も
輪
入
さ
れ
て
、

究
凝
山
信
仰
の
熱
を
煽
っ
た
の
で
あ
っ

と
こ
ろ
が
五
森
山
信
仰
が
昂
揚
さ
れ
た
結
果
、
五
豪
山
の
石
や
砂
ま
で
も
将
来
さ
れ
て
信
仰
の
到
象
と
な

五



佛
合
利
相
承
系
罰
と
日
宋
交
逸
と
の
述
脳

ー
民
部
大
夫
忠
屎

一
粒
奉
諮
―
K

々 （

家

）

文

贋

一

年

月
1
六
日

逍
□

、
自
輝
花
房
手
少
々
在
御
奉
請
↓

阿
囲
梨
政
舘ー

‘
 自

糠
昔
房
手
奉
感
得
百
一

1

一
十
粒
了
、

9

9

 

盛

尊

醐
花
房

観
昔
房

t

自
育
王
山
一
千
粒
被
渡
之
、

前
白
河
院
I被

召
子
院
懐
妍
之
後
刑
部
卿
忠
盛
賜
之
、

房

，
為
忠
盛
之
子
息
云
荊
盛
、
初
不
細
宮
突
、

i

女
御
殿
以
浦
盛
個
猶
子
、

併
被
奉
渡
此
御
舎
利
突
、

主
馬
判
官
、
盛
國
子
息
也
、

自
槻
昔
房
手
奉
感
得
千
五
百
粒
、

描
政
従
一
位
前
左
大
臣

再
諏
花
房
手
一
―
―
粒
被
奉
諮
云
々
、

I

備
中
少
荊

ー
太
政
大
臣
平
朝
臣
涸
盛

一
I 

女妹 I 姉祇
園
女
御
殿

ヽ

自
雁
塔
山
一
千
粒
被
渡
之
、

．`＂

以
此
御
合
利
御
最
後
時
被
奉
女
御
殿
了
、

五

琥
南
無
佛
、
此
御
舎
利
之
預
也
、
然
大
相
國
早
世
之
後
、
雖
奉
渡
内
大
臣
平
宗
盛
卿
、
尚
槻
昔
房
預
之
、
内
大

臣
飢
西
閲
却
之
間
糊
昔
房
奉
持
之
云
々
、

I 
1 ・



佛
合
利
相
承
系
岡
と
日
宋
交
通
と
の
連
腸

1
1

一
粒
奉
納
（
営
麻
寺
以
下
至
安
倍
為
親
書
き

ー
薩
靡
公
能
奨

ー
大
膳
櫂
亮
安
倍
為
親

含
利
講
式
一
巻
二
品

佛
含
利
五
粒
奉
納
比
丘
尼
如
理

文
永
元
年
一

1

一
月
廿
日
安
匠
之
、

奉
施
入
傲
満
寺
阿
久
野
玉
一
粒
沙
禰
玄
祐

願
以
此
沙
汰
普
及
於
一
切
我
等
典
衆
生
同
生
一
佛
土
、

文
暦
二
年
七
月

と
い
ふ
の
で
あ
る
。

ー
傲
瀕
寺

日

一
粒
奉
納
（
敏
滴
寺
以
下
四
行
、
文
永
元
年
一

1

一
月
廿
四
日
害
次
）

一
粒
奉
請

ー
党
岐
前
司
宜
業

ー
常
豚
寺

1
1

一
粒
奉
請

敏
滴
寺
と
い
ふ
の
は
聖
徳
太
子
卓
創
の
浮
場
、

、
文
永
元
年
一

1

一
月
廿
四
日

慈
證
上
人
斜
行
の
仁
祠
と
稲
せ
ら
れ
、

一
粒
奉
睛

束
寺
天
台
顕
密
雨
宗
の
流
れ
を
汲

み
、
堂
舎
四
十
餘
宇
、
窟
塔
敬
箇
、
此
の
内
西
揺
院
・
西
迎
院
は
涎
漉
門
院
の
御
願
所
、
法
行
院
は
嗚
山
院
御
願
所
で
あ
り
、

延
鹿
一
年
に
は
御
祈
願
所
と
な
っ
て
ゐ
る
山
緒
の
菅
い
寺
で
あ
っ
た
。
環
尋
●
話
翡

1
1

•

そ
し
て
菊
く
か
ら
佛
合
利
が

安
置
さ
れ
、
そ
れ
に
加
へ
て
建
久
九
年
に
は
更
に
束
寺
の
空
海
請
来
と
偲
へ
る
佛
含
利
も
一
粒
安
置
さ
れ
た
こ
と
は
俊
乗
坊
重

0

胡
宮
稗
祉
文
書
建
久
九
●
十

源
の
佛
舎
利
送
朕
に
よ
っ
て
姉
る
こ
と
が
出
来
る
1
-
•十
九
●
佛
合
利
送
朕

こ
の
佛
含
利
相
承
系
闘
に
於
て
特
に
注
目
す
べ
き
黙
は
、
白
河
院
が
育
王
山
と
雁
塔
山
か
ら
佛
含
利
各
々
一
千
粒
づ
4
を
狩

五
，四



五
五

来
し
た
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
阿
育
王
経
に
よ
れ
ば
、
佛
敬
典
隆
の
功
労
者
阿
育
王
は
佛
合
利
を
八
萬
四
千
塔
に
分
納
し
、
部

内
各
地
に
埋
蔵
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
廣
弘
明
集

i五

戸
十
．
佛
祖
統
紀
予
に
よ
れ
ば
十
九
箇
所
に
蔵
せ
ら
れ
た
と
さ
れ
、
就
中
、
浙
江
省
寧
波
府
の
育
王
山
は
道
宜
の
感
通

偲
・
法
苑
珠
林
匡
十
・
唐
大
和
上
束
征
偲
・
佛
祖
統
紀
五
十
．
賓
艇
四
明
志
吋
等
に
よ
る
と
、
晋
の
太
康
二
年
（
一
説
に
は
泰

四

始
元
年
）
井
州
離
石
の
劉
薩
詞
が
阿
育
王
八
萬
四
千
塔
の
一
基
を
焚
見
し
た
腐
で
あ
る
と
さ
れ
、
南
北
朝
の
晋
の
義
煕
元
年
精

に
よ
れ
ば
、
中
國
に
は
こ
の
阿
育
王
塔
が
十
七
箇
所
に
、
ま
た
法
苑
珠
林

合
を
建
立
し
、
梁
の
武
帝
・よ
り
阿
育
王
額
を
賜
は
り
、
宋
の
文
帝
元
嘉
元
年
飼
賓
國
沙
門
曲
摩
密
多
が
阿
育
王
寺
塔
を
建
て
た
。

次
に
雁
塔
山
で
あ
る
が
、
大
唐
西
城
記
巻
九
に
よ
れ
ば
、
中
印
度
靡
掲
陀
國
因
陀
羅
勢
羅
奨
阿
山
の
東
峯
伽
藍
の
前
に
、
雁
の

供
養
の
た
め
に
建
て
た
窓
堵
波
あ
り
、
こ
れ
を
雁
塔
と
い
ふ
と
見
え
て
ゐ
る
。
中
國
で
は
濫
州
楽
清
に
雁
藻
山
あ
り
、
山
頂
に
大

池
あ
っ
て
雁
こ
れ
に
藻
す
と
博
へ
ら
れ
、
北
宋
の
詳
符
年
間
伐
木
者
に
よ
、つ

て
見
出
さ
れ
た
。
暉
直
呻
紀
東
揺
寺
塔
頭
栗
棘
庵

所
蔵
南
宋
末
作
製
刻
石
輿
地
圏
拓
本
に
も
此
の
山
が
載
つ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
よ
り
見
れ
ば
、
常
寺
聞
え
た
名
山
だ
っ
た
で
あ
ら
う
。

そ
こ
で
雁
塔
山
の
塔
の
字
は
蕩
の
借
字
か
と
も
一
應
考
へ
ら
れ
る
が
、
こ
の
山
が
肝
心
の
佛
舎
利
と
闘
係
が
あ
る
と
い
ふ
こ
と

は
何
等
の
腺
證
が
な
い
か
ら
、
取
上
げ
る
わ
け
に
は
行
か
な
い
。
次
に
考
へ
ら
れ
る
の
は
西
安
府
大
慈
恩
寺
の
大
雁
塔
で
あ

る
。
三
蔵
法
師
偲
巻
七
に
よ
れ
ば
、
唐
の
永
徽
三
年
玄
芙
の
発
願
に
よ
っ
て
造
立
さ
れ
、
玄
芙
が
西
城
よ
り
膝
来
し
た
経
像
を
安

憧
し
、
そ
の
散
侠
・
火
難
を
恐
れ
て
暁
を
以
て
造
り
、
基
面
各
々
百
四
十
尺
、
高
さ
百
八
十
尺
、
西
城
の
制
度
に
倣
つ
て
五
肝

と
し
、
各
肝
に
皆
舎
利
を
安
骰
し
た
と
い
つ
て
を
る
か
ら
、
或
は
こ
の
大
慈
恩
寺
の
大
雁
塔
を
指
し
た
も
の
で
は
な
か
ら
う
か

と
の
考
へ
も
浮
ん
で
来
る
が
、
し
か
し
こ
れ
も
印
度
の
摩
掲
陀
國
因
陀
羅
勢
羅
嘆
阿
山
と
同
様
大
慈
恩
寺
を
雁
塔
山
と
も
呼
ん

佛
合
利
相
承
系
問
と
日
宋
交
源
と
の
述
随



同

ぐ

、

さ

ブ

4
l

景

徳 ▲

二

年

西
天
竺
沙
門
衆
徳
来
朝
、
佛
合
利
•
梵
細
●
菩
提
印
を
献
ず
。

咸

平

ー

六

年

西
天
竺
ー
―
―
蔵
法
酸
．永
朝
、
佛
合
利
●
貝
葉
梵
細
を
献
ず
。

端

棋

年＇

太
平
興
箇
三
年

次
に
佛
祖
統
紀
に
見
え
る
佛
舎
利
闘
係
の
記
事
を
表
示
す
る
と

だ
と

佛
合
利
相
承
系
同
と
日
宋
交
蓮
と
の
辿
梱

ふ
確
證
が
な
い
限
り
、

直
様
こ
れ
を
佛
舎
利
相
承
系
脳
に
所
謂
雁
塔
山
と
す
る
わ
け
に
は
行
か
な
い
の
で
あ
る
。
い
づ

れ
に
せ
よ
、

輝
迦
身
媒
舎
利
の
所
在
地
と
し
て
は
、
雁
塔
山
よ
り
も
育
王
山
の
方
が
一
般
的
で
あ
り
有
名
で
あ
る
。
族
芹
ーに
育
王

山
の
名
は
大
陸
に
於
け
る
佛
舎
利
崇
拝
熱
の
昆
揚
と
共
に
次
第
に
喧
偲
さ
れ
て
来
た
。

一
腔
大
陸
に
於
け
る
佛
舎
利
采
拝
は
、
束
漢
の
明
帝
永
平
十
四
年
阿
育
王
佛
舎
利
塔
の
一
基
と
稲
せ
ら
れ
た
洛
陽
白
馬
寺
の

佛
含
利
を
拝
し
て
九
所
二
百
尺
の
塔
を
建
て
、
北
齊
の
隆
化
元
年
白
馬
寺
の
佛
舎
利
塔
を
修
理
せ
し
め
る
等
の
例
に
よ
っ
て
見

ら
れ
る
如
く
、
已
に
南
北
朝
の
頃
よ
り
勃
興
し
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
隋
唐
を
経
て
宋
代
に
至
る
と
愈
々
白
熱
化
し
て
朱
た
。

――-

．一」
u

'

開
究
寺
沙
門
縞
従
等
、
西
天
竺
よ
り
、
梵
維
●
佛
舎
利
塔
9

菩
提
樹
●
孔
雀
尾
排
を
照
邪
献
納
す
。

供
奉
官
超
錦
を
哭
越
國
に
遣
し
、
明
州
阿
育
王
佛
合
利
塔
を
奉
迎
せ
し
む
。

哭
越
王
銭
傲
、
宋
に
蹄
届
し
、
俗
袈
寧
を
し
て
佛
合
利
塔
を
携
へ
入
朝
せ
し
む
。

開
究
寺
躍
膀
塔
に
金
色
光
出
現
、
寵
宗
臨
幸
、
霙
感
塔
の
蹴
を
興
ふ
。

京
師
天
消
寺
興
慈
塔
に
佛
舎
利
出
現
、
謂
し
て
像
数
嘉
詳
生
民
の
扁
と
稲
す
。

開
賓
寺
の
八
隅
十
ご
四
一
十
六
丈
の
究
塔
八
年
の
歳
月
を
投
し
て
功
な
る
。
太
宗
自
ら
塔
下
に
阿
育
王
佛

合
利
塔
を
安
匠
す
。

＿
 

五
六



西
天
竺
沙
門
知
災
等
来
朝
、
佛
合
利
梵
繹
を
抱
む
。

佛
合
利
、
玉
猜
昭
災
宮
聖
加
明
炭
殿
に
現
は
る
。

．．
 

一ー

I

l

,

＂

．

北
天
竺
優
坑
鑑
國
沙
門
天
屁
0
南
天
竺
師
子
國
沙
門
妙
徳
•
西
天
竺
迦
賠
國
沙
門
等
来
朝
各
佛
合
利・
梵
継

同

九

年

を

進

む

。

．L

、

沙
門
舘
全
等
、
西
天
竺
よ
り
佛
合
利
を
膝
来
、
揚
州
に
塔
を
建
つ
。

y
.
1
|、
J

J

,
‘
ー

1
1
~
I

」

太
組
0

太
宗
牲
て
宜
律
師
の
佛
牙
を
火
に
投
じ
て
そ
の
鯰
侮
を
臓
す
。
虹
宗
も
亦
こ
れ
を
開
究
寺
宴
感
塔
下

よ
り
迎
へ
、
三
佛
齊
産
の
窃
薇
水
を
注
い
で
銘
偲
を
瞼
し
、
穴
中
よ
リ
五
色
の
合
利
一
個
を
得
。

天

聖

九

年

t
↓

』

1

、,

9

,

9

,

I

t

l

 

嘉

訪

元

年

一

相

州
太
守
李
復
圭
、
龍
呉
寺
塔
基
を
褻
掘
し
て
佛
涙
舎
利
を
得
、
殿
棲
を
建
て

4

こ
れ
を
裁
す
。

建
中
靖
國
三
年

諄

煕

三

年

以
上
の

表
に
よ
つ

て
明
か
な
如
く
、
宋
代
に
な
る
と
佛
舎
利
に
就
い
て
の
色
々
の
不
可
思
謡
な
硯
象
が
喰
偲
さ
れ
、

型
帝
自

ら
際
腔
し
て
、
こ
れ
に
油
を
注
ぐ
が
如
き
態
度
を
宗
し
て
ゐ
る
。
ま
た
こ
の
宋
代
の
風
潮
に
迎
合
す
る
か
の
如
く
天
竺
僧
乃
至

中
廣
伶
に
よ
つ
て
天
竺
よ
り
綬
々
佛
舎
利
な
る
も
の
が
照
来
さ
れ
墾
帝
に
踪
納
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
風

佛
合
利
相
承
系
岡
と

H
宋
交
派

と
の
辿
脚

元

符

元

年

II
 

紹

聖

二

年

同

--'-・ 

ノ‘

年

:'. 

哀
州
木
平
山
に
合
利
石
塔
自
然
出
現
、
夜
五
色
虹
光
を
放
ち
、
丈
六
佛
出
現
す
。

裳
州
仰
山
に
高
さ
二
十
丈
の
合
利
石
塔
自`
然
出
現
す
。

五
七

相
國
寺
三
朝
御
諮
邸
迦
佛
牙
を
宮
廷
に
迎
へ

て
供
養
す
。
水
晶
匝
を
陥
て
て
合
利
雨
勘
の
如
く
出
現
す
。

孝
宗
合
利
を
碧
琳
堂
に
迎
ふ
。
塔
化
に
光
あ
リ
、
金
珠
の
如
し
、
塔
尺
納
め
て
山
に
逹
す
。



鼻

佛
合
利
相
承
系
岡
と
日
宋
交
通
と
の
連
腿

潮
に
乗
っ
て
、
育
王
山
の
存
在
は
盆
々
明
確
に
な
っ
て
来
た
。
即
ち
宋
大
中
群
符
元
年
に
は
箕
宗
よ
り
廣
利
寺
の
琥
を
賜
は
つ

て
ゐ
る
。
尤
も
大
壺
輝
師
懐
瑳
・
佛
照
輝
師
徳
光
の
如
き
名
僧
が
こ
の
山
に
住
し
、
宋
帝
室
の
蹄
依
を
受
け
た
と
い
ふ
こ
と
も

何
ん
と
い
つ
て
も
こ
の
山
を
有
名
に

ゞ
ヽ
四
明
岡
網
九
•
渭
南
文
集
十
九
「
明
州

こ
の
山
を
盛
ん
に
し
た
一
助
と
は
な
つ
て
ゐ
る
ヵ
育
王
山
買
田
記
」
・
究
慶
四
明
志
十
一

1

¥

し
た
の
は
、
こ
の
山
に
は
繹
迦
如
来
身
澳
舎
利
塔
が
あ
り
、
塔
の
内
部
に
一
角
金
鐘
が
あ
っ
て
舎
利
を
納
め
て
を
つ
た
か
ら
に

ほ
か
な
ら
な
い
。
さ
れ
ば
こ
そ
高
宗
よ
り
「
佛
頂
光
明
之
塔
」
と
い
ふ
康
翰
の
琥
を
賜
は
り
、
淳
煕
二
年
に
は
こ
れ
を
禁
中
に

0

究
炭
四
明
志
十
―
―
―

阿
育
王
山
廣
利
寺

取
寄
せ
て
朦
塔
會
を
行
っ
た
こ
と
も
あ
る
の
で
あ
る

一
般
民
衆
の
信
仰
を
も
棄
め
て
を
つ
た
こ
と
は
、
我
が
入
宋
僧
で

こ
の
山
に
参
詣
し
た
こ
と
の
あ
る
重
源
が
九
條
兼
迂
に
語
っ
て
「
宋
人
の
阿
育
王
山
に
酎
す
る
心
は
信
心
を
以
て
先
と
す
る
。

僧
侶
や
俗
人
が
五
百
人
千
人
と
徒
黛
を
組
ん
で
同
時
に
精
進
を
始
め
、
猛
利
の
淫
信
を
起
し
、

る
。
其
の
路
は
遠
く
は
な
い
が
、
或
は
三
月
、
或
は
半
年
も
費
し
て
そ
の
山
に
達
す
る
。
参
着
の
後
は
皆
悉
く
繹
迦
の
喪
就
を

奉
唱
し
、
ひ
た
す
ら
阿
育
王
塔
の
中
の
佛
舎
利
が
示
硯
す
る
と
こ
ろ
の
神
斐
を
綾
拝
せ
ん
も
の
と
祈
願
を
頻
ら
す
の
で
あ
る
。

し
か
し
紳
愛
は
人
々
の
罪
業
の
輻
重
に
依
つ
て
現
れ
た
り
現
れ
な
か
っ
た
り
す
る
。
そ
し
て
此
虚
に
参
詣
す
る
宋
人
逹
の
信
心

は
在
に
殊
勝
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
我
が
朝
の
人
々
の
信
心
は
、
宋
人
に
比
し
て
到
底
及
ば
な
い
の
は
返
す
返
す
も
残
念

の
極
み
で
あ
る
」
と
述
べ
て
ゐ
る
こ
と
か
ら
も
窺
び
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

玉
葉
猫
永

1

一
尚
ほ
こ
の
宋
人
逹
が
育
王
山
参
詣
の

•
正
．
i
t四

際
唱
へ
る
繹
迦
の
喪
就
は
、
私
が
嘗
て
金
澤
文
庫
で
褻
見
し
、
族
界
に
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
る
。

5畔
匹
紐
〗
声
紐

m至
山
」
要
す

る
に
所
謂
佛
舎
利
は
、
佛
祖
統
紀
に
い
ふ
が
如
く
、
渓
身
應
物
示
化
の
一
法
と
し
て
利
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
就
中
、
育
王

た
だ
に
宋
帝
室
の
輝
依
が
篤
か
っ
た
ば
か
り
で
は
な
く
、

二
歩
一
證
を
な
し
て
参
詣
す

五
八



五
九

山
の
佛
舎
利
は
そ
れ
が
貿
易
港
明
州
の
近
傍
に
所
在
す
る
と
い
ふ
地
理
的
地
位
の
闘
係
上
、
中
國
の
み
な
ら
す
、
海
外
に
ま
で

夙
く
か
ら
聞
え
て
ゐ
た
。
た
と
へ
ば
、
唐
の
大
中
三
年
正
月
齋
日
に
阿
育
王
山
に
於
て
四
明
の
僧
俗
八
千
人
が
佛
舎
利
供
養
を

行
っ
た
と
こ
ら
、
明
年
新
羅
憎
が
佛
含
利
を
盗
み
取
ら
う
と
し
て
舎
利
塔
を
手
に
華
げ
た
と
こ
ろ
が
、
亭
の
周
り
を
廻
る
の
み

で
、
そ
の
場
所
を
離
れ
る
こ
と
が
出
来
す
、
遂
に
衆
徒
に
畳
ら
れ
て
失
敗
し
て
し
ま
っ
た
と
い
ふ
就
の
如
き
は
そ
の
一
例
で
あ

麟
つ
て
我
が
國
に
於
け
る
佛
合
利
信
仰
は
如
何
で
あ
っ
た
か
。
日
本
害
紀
傲
逹
天
皇
紀
十
三
年
、
佛
法
が
は
じ
め
て
我
が
國

に
入
つ
て
来
た
こ
と
を
記
↓
た
條
に
、
蘇
我
馬
子
が
佛
殿
を
建
て
大
舎
を
行
っ
た
際
｀
司
馬
逹
等
が
齋
食
の
上
に
佛
合
利
を
見

出
し
、
こ
れ
を
馬
子
に
進
め
た
の
で
、
馬
子
は
鐵
鎚
を
以
て
打
っ
た
が
砕
き
得
す
、
水
に
投
す
れ
ば
自
在
に
浮
沈
さ
せ
る
こ
と

が
出
来
た
の
で
、
驚
異
の
眼
を
見
張
り
、
こ
れ
よ
り
佛
殿
を
造
つ
て
深
く
佛
法
を
信
す
る
に
至
っ
た
と
あ
る
の
が
我
が
國
に
於

け
る
佛
舎
利
の
初
見
で
、
そ
の
後
聖
得
太
子
も
一

ー一
歳
の
春
佛
合
利
を
感
得
し
、
そ
の
佛
舎
利
が
上
宮
王
院
密
蔵
に
滅
さ
れ
て
ゐ

た
こ
と
が
太
子
憚
古
今
目
録
抄
に
見
え
て
ゐ
る
。
以
上
の
感
得
の
ほ
か
に
、
海
外
よ
り
将
来
し
た
も
の
と
し
て
は
、
天
平
勝
翌

六
年
鑑
喜
来
朝
の
時
、
如
来
肉
含
利
三
千
粒
を
賭
来
し
た
。
鱈
駄
仰
上
｛
全
海
も
亦
末
朝
の
際
に
は
佛
含
利
八
十
粒
（
就
中
、

金
色
舎
利
一
粒
）
を
齋
し
た
。
月
翌
ま
た
中
國
で
は
、
た
と
へ
ば
大
唐
西
城
記
に
見
え
る
勝
軍
論
師
の
香
泥
小
塔
の
如
く
莫
大

記
二

な
敬
批
に
上
る
小
塔
を
造
る
こ
と
が
流
行
し
、
こ
の
流
行
は
我
が
國
に
も
入
つ
て
、
天
平
究
字
八
年
恵
美
押
勝
の

ILが
鐵
定
す

る
と
共
に
、
稲
徳
天
皇
の
勅
願
で
木
製
小
塔
百
萬
基
を
造
り
、
十
大
寺
に
分
納
し
た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
。

阿
育
王
塔
と
我
が
國
と
の
闘
係
に
就
い
て
は
、
法
苑
珠
林
巻
五
十
一
に
、
唐
の
貞
観
五
年
（
舒
明
天
皇
五
年
）
、

H
本
の
官
人

佛
含
利
相
承
系
問
と
日
宋
交
通
と
の
述
服

0

佛
組
統
紀
四
―
―
法
運

る
適
塞
志
一
七
之
九



りヽ

佛
合
利
相
承
系
岡
と
日
宋
交
通
と
の
述
脳

合
丞
が
道
俗
七
人
と
日
本
に
帥
ら
う
と
す
る
際
、
長
安
の
大
徳
と
日
本
の
佛
法
の
事
を
問
答
し
た
。
大
徳
が
「
親
の
所
説
に
よ

れ
ば
、
佛
滅
百
年
後
、
阿
育
王
が
佛
舎
利
を
納
め
た
塔
を
一
萬
阻
千
基
造
り
、

-::: 

一
億
家
に
一
塔
の
割
で
腐
＜
閻
浮
洲
に
配
布
し

た
が
、
日
本
に
も
右
の
塔
が
在
る
か
如
何
か
」
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
會
丞
が
答
へ
て
い
ふ
に
は
「
日
本
の
文
獄
に
は
阿
育
王
塔

の
こ
と
は
見
え
て
を
ら
な
い
。
し
か
し
日
本
で
土
地
を
開
褻
す
る
と
往
々
古
塔
・
露
盤
・
佛
儀
相
を
得
る
こ
と
が
点
ご
る
。
そ
し

て
そ
れ
が
屈
空
岬
光
を
放
ち
種
々
の
奇
瑞
を
現
す
。
故
に
已
に
阿
育
王
塔
は
存
在
し
て
を
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
」
と
い
つ
て

ゐ
る
が
、
明
ら
か
に
阿
育
王
山
の
影
欝
と
見
ら
れ
る
小
塔
が
日
本
に
入
っ
た
の
は
哭
越
王
錢
倣
の
造
っ
た
阿
育
王
塔
で
あ
る
。

こ
れ
は
育
王
山
を
其
の
領
土
内
に
も
つ
た
錢
倣
が
阿
育
王
佛
舎
利
塔
を
熔
崇
の
あ
ま
り
、
金
銅
精
鋼
を
以
て
八
萬
四
千
塔
を
造

一
切
如
来
心
秘
密
全
身
舎
利
唆
稼
印
陀
羅
尼
心
呪
経
を
言
．中
に
蔵
め
た
。
紐
疇
嗜
こ
の
経
は
唐
の
大
興
善
寺
沙
門
不

容
三
蔵
の
麟
謁
し
た
も
の
で
、
こ
の
舞
の
呪
功
に
、

”

造
像
造
塔
者
、
奉
安
此
呪
者
、
即
成
七
賛
＼
即
是
奉
蔵
三
世
如
灰
全
身
舎
利
、

と
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
経
を
以
て
佛
舎
利
に
代
へ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
莫
大
な
敷
に
上
る
造
塔
は
凡
そ
十
年
程
の

年
月
を
喪
し
て
そ
の
功
を
詑
へ
、
こ
れ
を
脱
く
そ
の
部
内
に
散
布
し
た
。

と
こ
ろ
が
こ
の
哭
越
王
錢
倣
の
造
っ
た
阿
育
王
塔
の
一
基
は
、
天
蔭
年
間
に
入
唐
僧
日
延
に
よ
っ
て
我
が
國
に
も
照
来
さ
れ
ー

0

安
蒸
西
禰
院
所
蔽
一
切
如
来
心
認
か
く
て
阿
育
王
山
信
仰
が
漸
く
我
が
國
に
も
波
及
し
て
来
、
永
延
二
年
に
は
慈

麿

で

あ

る

，
密
全
身
舎
利
究
低
印
陀
羅
尼
舘

塁
に
於
て
八
萬
四
千
泥
塔
供
蓑
が
行
は
れ
て
ゐ
る
。
-
は
虚
●
這
ま
た
元
亨
繹
書
巻
十
一
の
寂
腱
偲
に
は
、
治
暦
一
I

!

年
示
寂

し
た
寂
輝
は
、
近
江
痛
生
郡
石
塔
寺
に
住
し
た
が
、
、
そ
こ
は
阿
育
王
八
萬
四
千
舎
利
塔
の
一
甑
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
現

六

0

J
 



佛
含
利
相
永
系
圏
＇と
日
宋
交
源
と
の
連
腸
し

_ .... 
ノ・

世
利
益
を
脈
る
た
め
の
善
根
と
し
て
の
造
塔
に
も
漸
く
育
王
山
佛
合
利
塔
の
影
騨
が
硯
れ
た
こ
と
が
郷
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

殊
に
こ
の
佛
合
利
相
承
系
圏
の
初
祖
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
前
白
河
院
、
即
ち
白
河
天
差
の
天
皇
と
し
て
ま
た
法
皇
と
し
て
の

治
世
は
延
久
四
年
よ
り
大
治
四
年
に
至
る
五
十
三
年
間
に
わ
た
り
、
所
謂
院
政
の
爛
熱
期
に
嘗
つ
て
ゐ
る
。
こ
の
時
代
に
な
る

と
中
央
集
櫂
的
律
令
制
度
の
解
堕
は
加
速
度
的
と
な
り
、
公
領
は
綾
々
荘
園
と
な
っ
て
私
領
化
し
た
。
元
永
二
年
三
月
、
白
河

法
皇
は
櫂
中
納
言
藤
原
誓
を
開
白
忠
在
の
許
へ
逍
し
て
、
上
野
國
の
荘
園
五
千
町
歩
を
停
止
し
た
。
●
尋
●
冠

i-
―
國
内

に
一
人
の
所
有
す
る
荘
園
が
五
千
町
歩
に
も
上
っ
た
と
す
れ
ば
、
全
罷
の
茫
園
は
尚
ほ
こ
れ
以
上
相
営
に
上
る
べ
く
、
従
つ
て

残
る
と
こ
る
の
公
有
地
は
幾
許
も
な
か
っ
た
に
相
違
な
い
。
後
二
條
師
通
記
に
「
諸
國
荘
図
溢
満
す
」
と
い
つ
て
ゐ
る
の
は
、

こ
の
一
例
に
よ
つ
て
見
て
も
決
し
て
誇
張
で
は
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
麟
仁
噂
声
直
卓
寛
ま
た
こ
の
や
う
に
全
國

的
に
荘
園
化
す
る
と
共
に
、
庇
園
内
の
農
業
生
産
力
の
稜
逹
は
、
荘
園
を
そ
の
物
質
的
基
底
と
す
る
貴
族
階
級
の
政
権
を
も
支

持
し
た
の
で
あ
る
。
た
と
へ
ば
か
の
「
こ
の
世
を
ば
我
世
と
ぞ
思
ふ
望
月
の
鉄
け
た
る
こ
と
の
な
し
と
思
へ
ば
」
と
詠
じ
た
御

堂
闘
白
道
長
の
榮
華
も
、
荘
園
謡
演
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
て
ゐ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
は
「
天
下
の
口
地
悉
く
一
家
の
領
と
な
る
。

ま
た
藤
原
氏
の
痘

〇

な小
右
記
萬
高

公
領
立
錐
の
地
な
き
か
、
悲
し
む
べ
き
の
世
な
り
」
と
い
ふ
時
人
の
批
評
に溢
さ

れ
て
ゐ
る

1
-
•ヒ•
-
f

櫛
を
抑
べ
た
院
政
が
、
、

先
づ
荘
図
の
墜
理
倅
廃
よ
り
瘤
手
し
た
こ
と
も
こ
の
間
の
事
情
を
類
は
せ
る
に
充
分
で
あ
る
。

か
く
し
て
大
地
主
化
し
た
賽
族
は
荘
園
に
よ
つ
て
宮
力
を
獲
得
し
、
ま
た
こ
の
富
力
に
立
つ
て
華
美
風
流
の
生
活
が
展
開
さ

れ
な
。
こ
の
華
美
の
風
潮
は
ま
た
硯
世
利
益
の
思
想
と
結
ん
で
宗
孜
的
儀
式
を
も
半
ば
遊
戯
化
し
、
隈
幽
の
氣
分
を
横
溢
さ
せ

た
。紬
維
摩
含
:
御
齋
會
•
最
勝
含
等
を
は
じ
め
と
し
て
、
供
養
・
曙
含
・
祈
瞬
等
公
私
雑
多
な
儀
式
が
あ
り
、
し
か
も
こ
れ
等



金
泥
一
切
経
書
寓

此
外
秘
法
修
善
千
萬
捜
、
不
知
其
敷
、

小
塔
四
十
四
萬
六
千
六
百
舟
餘
基

三
尺
以
下
二
千
九
百
舟
餘
罷

（
賓
力
）

七
宇
塔
二
十
一
基

半
丈
六
六
憫

等
身
三
千
百
五
十
憫

丈
六
百
廿
七
罷

舘
像
五
千
四
百
七
十
餘
憫

生
丈
佛
五
閥

殊
に
来
世
の
た
め
の
善
根
と
し
て
、
ま
た
佛
数
儀
式
と
密
接
な
闘
連
を
有
っ
た
も
の
は
造
寺
・
造
塔
・
造
像
事
業
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
造
寺
・
造
塔
•
造
像
事
業
は
所
謂
院
政
時
代
に
最
も
盛
ん
で
あ
っ
た
が
、
就
中
白
河
法皇
は
土
木
事
業
を
愛
好
さ

れ
、
多
く
の
寺
塔
を
建
立
し
た
。

常
時
の
或
人
が
、
白
河
法
皇
の
稜
ま
れ
た
御
善
根
は
、

を
全
部
僧
侶
逹
へ
の
布
施
と
さ
れ
た
と
い
ふ
の
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。

佛
合
利
相
承
系
圏
と
日
宋
交
通
と
の
連
臓

の
儀
式
の
際
に
は
莫
大
な
費
用
が
投
ぜ
ら
れ
、
供
物
・
布
施
に
至
る
ま
で
高
債
な
舶
来
品
が
用
ひ
ら
れ
た
。
鳥
形
上
整
が
日
頃

そ
の
敷
多
あ
る
御
所
に
唐
綾
•
唐
絹
を
は
じ
め
穐
々
の
珍
貨
を
所
狭
き
ま
で
に
愛
蔵
し
た
が
、
来
世
の
螢
み
の
た
め
に
と
こ
れ

冒ー

/' 



佛
合
利
相
承
系
岡
と

H
宋
交
通
と
の
述
闘

と
い
つ
て
ゐ
る
。

ナ-

中
右
記
大
沿
そ
の
主
な
も
の
を
綴
げ
る
と
、
天
治
二
年
五
月
二
十
三
日
、
法
皇
は
食
勝
陀
羅
尼
萬
遍
、
小

四
•
七
•
一
五

塔
一
萬
基
、
木
像
等
身
佛
十
敷
憫
を
供
養
し
て
待
賢
門
院
り
御
平
産
を
祈
り
、
声
藝
戸
5
麟
大
治
二
年
三
月
十
二
日
に
は
、
白

河
北
翔
御
堂
及
び
愛
染
王
丈
六
三
閥
・
等
身
百
憫
を
供
養
し
、
ま
た
法
勝
寺
金
堂
に
於
て
丈
六
尊
膀
佛
・
同
陀
羅
尼
・
七
賓

塔
・
小
塔
一
萬
基
を
供
養
し
て
ゐ
る
。
呼
布
同
十
九
日
に
も
回
勝
寺
三
重
塔
供
養
・
法
勝
寺
大
威
徳
丈
六
像
一
彊
・
等
身
像
百

璽
供
養
を
行
ひ
、
同
日
ま
た
三
條
殿
に
佛
像
敷
整
を
供
養
し
て
ゐ
る
。
研
●
御
呼
町
い
蝉
以
上
二
三
の
例
に
よ
つ
て
賎
は
れ
る

が
如
＜
白
河
法
皇
は
頻
繁
に
造
寺
・
造
塔
●
造
像
を
行
は
れ
て
ゐ
る
。
そ
し
て
所
謂
究
策
印
経
塔
も
こ
の
時
期
よ
り
鎌
倉
時
代

に
か
け
て
稜
逹
し
た
の
で
あ
る
。
い
ふ
ま
で
も
な
く
こ
の
賓
筵
印
親
塔
は
、
筵
言
宗
の
年
頭
吉
例
の
喪
徳
印
塔
法
會
の
表
白
文

く
、
佛
合
利
の
代
り
に
納
め
た
も
の
で
あ
り
、
従
つ
て
そ
れ
は
哭
越
王
錢
倣
の
阿
育
王
塔
と
同
様
で
あ
っ
て
、
恐
ら
く
そ
の
影

轡
を
受
け
た
も
の
に
相
違
な
い
。

か
く
し
て
白
河
法
皇
治
世
時
代
は
阿
育
王
塔
、
即
ち
阿
育
王
山
に
劉
す
る
信
仰
、
従
つ
て
ま
た
佛
含
利
に
到
す
る
信
仰
が
盛

ん
で
あ
っ
た
。
承
暦
元
年
五
月
二
十
四
日
・
天
永
三
年
六
月
十
七
日
・
大
治
元
年
七
月
十
八
日
等
に
佛
合
利
を
七
道
の
諸
祉
に

納
め
て
ゐ
る
の
は
そ
の
一
例
で
あ
り
、
鯰
屹
●
釦
紐
畔
記
・
そ
れ
に
伴
つ
て
舎
利
講
も
盛
ん
に
行
は
れ
る
や
う
に
な
っ
て
来
た
。

こ
の
や
う
に
営
時
の
國
内
宗
敬
界
は
、
阿
育
王
山
佛
合
利
を
照
来
す
べ
き
風
潮
が
充
分
に
撚
成
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

次
に
し
か
ら
ば
嘗
時
大
陸
と
の
交
通
騨
係
は
如
何
で
あ
っ
た
か
と
い
ふ
問
題
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
白
河
院
治
世
に
常
り
、
そ

の
五
十
餘
年
間
、
宋
の
商
船
は
殆
ど
毎
年
の
如
く
に
来
航
し
た
。
殊
に
同
天
皇
在
位
時
代
は
、
宋
は
内
外
政
策
に
最
も
校
極
的

中
に
「
寅
徳
印
陀
羅
尼
経
一
切
如
末
分
身
之
光
儀
、

過
去
諸
佛
全
身
舎
利
也
」

と
い
つ
て
を
る
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
明
か
な
如



佛
舎
利
相
承
系
闘
と
日
宋
交
源
と
の
連
隊

で
あ
っ
た
神
宗
時
代
に
常
る
。
繭
宗
は
遠
夷
招
致
・
貿
易
振
興
政
策
を
と
つ
て
諸
外
國
に
使
節
を
派
追
し
た
の
で
あ
る
が
、
我

が
國
に
も
商
船
に
託
し
て
國
書
・
國
信
物
を
寄
越
し
、
そ
の
度
敷
は
白
河
天
皇
在
位
十
四
年
間
に
十
回
近
く
に
も
逹
し
て
ゐ
る

の
で
あ
る
。
翌
叫
畔
羹
●
蒜
紐
年
」
ま
た
延
久
三
年
に
は
成
琢
阿
閾
梨
が
入
宋
、
翌
ぷ
年
に
は
そ
の
弟
子
頼
緑
・
快
宗
・
惟

欝
・
心
賢
・
善
久
等
蹄
朝
、
宋
僧
悟
本
も
諮
伴
来
朝
し
て
を
り
、
承
贋
一
年
に
は
、
宋
帝
よ
り
の
國
信
物
に
謝
す
る
答
證
使
と

し
て
倫
他
回
が
入
宋
す
る
等
、
僧
侶
の
往
来
冷
見
ら
れ
た
9

従
つ
て
そ
の
間
に
は
育
王
山
の
佛
舎
利
が
将
来
さ
れ
る
機
會
も
あ

り
得
だ
わ
け
で
あ
る
。

以
上
の
や
う
に
國
内
に
於
け
る
佛
含
利
信
仰
の
風
潮
と
、
ま
た
常
時
の
円
宋
交
適
の
頻
繁
さ
よ
り
推
し
て
、
白
河
法
皇
が
宋

の
阿
育
主
山
・
雁
塔
山
よ
り
佛
舎
利
を
勝
来
し
た
と
し
て
も
何
等
不
合
理
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
法
塁
の
土
木
御
愛
好
熱

に
乗
じ
、
平
正
盛
・
忠
盛
父
子
が
、
西
國
を
地
盤
と
し
て
貿
易
に
よ
つ
て
得
た
財
力
を
背
景
と
し
、
相
綾
ぐ
成
功
に
よ
っ
て
法

學
の
御
信
任
を
博
じ
、
後
営
方
面
と
も
親
密
な
闘
係
を
結
ん
で
を
つ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
相
承
系
固
も
こ
の
闘
係
翌
表
疇
ー

る
が
如
く
、
法
型
御
所
持
の
佛
含
利
が
兜
妃
祇
園
女
御
を
経
て
忠
盛
の
子
荊
盛
に
譲
ら
れ
て
ゐ
る
の
は
、
平
家
の
政
権
猿
得
の

た
め
に
辿
づ
た
痙
路
を
競
ふ
べ
き
一
史
料
と
も
い
へ
よ
う
。

か
く
て
哭
越
王
錢
倣
の
阿
育
王
塔
の
渡
来
が
あ
り
、
次
い
で
所
謂
育
王
山
佛
舎
利
の
将
来
を
見
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
が
、

永
承
七
年
愈
々
求
法
第

年
に
入
っ
た
と
さ
れ
た
所
謂
末
法
思
想
は
先
づ
僧
侶
達
の
間
に
恐
怖
心
を
呼
び
起
し
た
が
、
や
が
て

そ
れ
は
保
元
・
平
治
の
颯
を
契
機
と
す
ろ
封
建
制
成
立
過
程
に
伴
ふ
様

｀
べ
な
就
合
不
安
と
結
び
付
い
て
一
般
民
衆
ま
で
を
も
こ

の
深
刻
な
悲
覗
的
思
想
に
捲
込
む
に
至
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
思
想
は
鎌
倉
初
期
に
入
つ
て
そ
の
極
に
逹
し
、
所
謂
五
濁
末
世
の

ハ
四



右
塔
婆
者
、
依
敬
重
上
人
之
徳
恩
、
以
彼
妾
爪
納
此
塔
婆
、
塔
婆
者
則
模
大
唐
育
王
塔
之
形
、

佛
合
利
相
承
系

石
塔
一
基

と
日
宋
交
通
と
の
述
闘

ー

の
低
落
を
慨
す
ァ
～
厭
檄
欣
汗
の
思
想
は
、

e
 

ー

や
が
て
人
と
を
し
て
印
度
の
放
祖
の
偉
業
を
追
慕
せ
し
め
る
に
至
り
、

き
、
ま
た
明
恵
上
人
・
高
辮
の
如
く
、
遠
く
印
度
の
聖
跡
に
巡
鴎
し
よ
う
と
企
て
る
も
の
さ
へ
硯
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
ま

た
印
度
や
中
蹂
の
聖
跡
巡
綾
は
困
難
で
あ
る
の
で
、

願
み
て
自
國
の
汲
祖
聖
礁
太
子
の
業
絞
を
偲
び
、
太
子
に
封
す
る
追
慕
栄

拝
が
油
然
と
し
て
団
り
、
四
天
王
寺
詣
で
が
流
行
し
た
の
で
あ
る
。
か
4

る
風
潮
を
迎
へ
て
佛
合
利
崇
拝
が
旺
ん
と
な
っ
た
の

は
し
ふ
ま
で
も
ァ
ら
。
僧
侶
の
間
に
佛
舎
利
低
造
者
ま
で
も
現
れ
た
と
し
ふ
こ
と
は
こ
の
間
の
事
惰
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

栂
尾
の
明
恵
上
人
も
春
日
大
明
神
よ
り
佛
舎
利
を
感
得
し
、
こ
の
佛
舎
利
を
繹
迦
の
形
見
と
も
、
ま
た
春
日
大
明
紳
の
御
稗
閤

0

施
無
長

と
も
崇
め
た
と
い
つ
て
ゐ
る
寺
文
t
r

佛
舎
利
信
仰
は
必
然
的
に
宋
の
育
王
山
へ
の
罹
れ
を
高
め
る
結
果
と
な
る
。
殊
に
嘗
て
は
我
が
憎
俗
の
慌
れ
の
的
と
な
っ
て

ゐ
た
文
殊
菩
薩
示
現
の
地
た
る
有
名
な
聖
跡
地
五
嚢
山
が
金
の
領
土
と
な
っ
て
し
ま
ひ
、
こ
の
地
に
巡
綾
す
る
こ
と
が
不
可
熊

と
な
っ

て`
か
ら
は
、
我
が
入
宋
僧
等
は
専
ら
天
台
山
・
育
王
山
に
巡
拝
す
る
や
う
に
な
っ
て
来
た
。

六
五

源
は
育
王
山
に
参
詣
し
た
の
み
な
ら
す
、
旦
周
防
産
の
材
木
を
海
上
輸
送
寄
進
し
て
育
主
山
・
匂
利
殿
を
建
立
し
、
ま
た
そ
の
修

理
の
た
め
闘
四
本
・
虹
梁
一
本
を
大
陸
に
渡
し
て
ゐ
る
。
”
呻
転
嗜
璽
贔

，王
山
の
喜
盆
々
咄
及
し
た
の
で
あ
る
。
嘉

緑
元
年
九
月
八
日
、
北
條
泰
時
が
辮
僧
正
定
豪
を
泣
師
と
し
て
、
鋒
倉
•
}
が
多
古
江
河
原
に
於
て
八
萬
四
千
基
の
石
塔
を
建
て

た
と
い
ふ
の
も
そ
の
彩
噂
で
あ
る
。
鐸
妻
殊
に
高
山
寺
緑
起
に
明
諏
上
人
の
装
爪
塔
の
こ
と
を
氾
し
て
、 言

謬
1

-

．
塁
塁

榮
西
の
如



と
い
つ
て
ゐ
る
の
は
こ
の
影
蓉
が
明
瞭
で
あ
る
。

十
二
人
の
使
を
宋
都
能
仁
寺
に
遣

か
く
し
て
平
安
末
期
よ
り
鎌
倉
初
期
に
か
け
て
育
王
山
信
仰
が
一
般
民
間
に
ま
で
搬
が
つ
て
行
っ
た
。
平
渥
盛
が
後
世
の
善

根
の
た
め
に
と
黄
金
敷
千
雨
を
育
王
山
に
施
入
し
た
と
い
ふ
有
名
な
平
家
物
語
の
「
金
渡
」
の
巻
は
か
4

る
育
王
山
信
仰
を
背

最
と
し
て
出
来
た
も
の
で
あ
る
し
、
ま
た
重
盛
も
か
4

る
信
仰
の
寮
園
氣
に
在
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
相
承
系
脳
に
於
て
育
王
山

佛
舎
利
が
父
消
盛
よ
り
望
盛
の
弟
宗
盛
へ
と
一
門
の
間
に
相
偲
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
に
よ
つ
て
も
窺
は
れ
る
。

ま
た
平
家
物
語
「
金
渡
」
に
も
喩
じ
て
奇
怪
な
話
は
、
群
害
類
従
巻
第
四
百
四
十
三
に
牧
め
ら
れ
た
「
佛
牙
舎
利
記
」
で
あ
る
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
鎌
倉
藩
府
将
軍
源
腐
朝
が
或
時
宋
に
渡
っ
た
夢
を
見
た
。
夢
の
中
で
或
寺
に
赴
い
た
と
こ
る
、
長
老
が
座
に

陸
つ
て
眈
法
を
行
っ
て
ゐ
た
。
裳
朝
は
僧
に
向
つ
て
寺
琥
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
能
仁
寺
と
答
へ
た
。
さ
ら
ば
長
老
の
名
は
と
尋

ね
た
と
こ
ろ
道
宜
律
師
と
答
へ
た
。
律
師
は
入
減
し
て
已
に
年
久
し
い
が
如
何
し
て
現
在
あ
る
か
と
問
へ
ば
、
聖
者
は
生
死
無

差
別
、
律
師
今
再
誕
し
ーて

日
本
の
鎌
倉
宜
朝
将
軍
で
あ
る
と
答
へ
た
。
し
か
ら
ば
長
老
の
左
邊
の
人
物
は
と
尋
ね
た
ら
、
鎌
倉

の
良
買
僧
都
で
あ
る
と
答
へ
た
と
い
ふ
と
こ
ろ
で
夢
が
醒
め
た
。
と
こ
ろ
が
不
思
議
な
こ
と
に
は
、
良
冥
も
亦
壽
揺
寺
開
山
千

光
和
尚
も
三
人
で
同
じ
夢
を
見
た
。
そ
こ
で
宜
朝
は
深
く
こ
れ
を
信
じ
、
繭
来
張
我
が
諏
じ
た
道
宜
律
師
の
牙
舎
利
を
拝
ま
う

と
い
ふ
望
み
を
悛
く
や
う
に
な
っ
た
。

し
、
貨
財
を
獣
じ
。

そ
こ
で
大
船
を
作
り
、
美
木
金
銀
貨
財
を
稜
み
、

一
年
間
の
期
限
を
限
つ
て
同
寺
の
佛
牙
の
借
用
を
申
込
ん
だ
。
同
寺
の
衆
僧
は
評
議
の
結
果
、
こ
れ
を
究

し
た
の
で
、
使
者
は
こ
れ
を
携
へ
て
脳
朝
し
、
宜
朝
に
飛
報
し
た
。
宜
朝
大
い
に
喜
び
小
田
原
ま
で
奉
迎
し
、
神
奥
に
載
せ
て

鎌
倉
に
蹄
り
、
寺
を
建
て

大
慈
寺
と
名
付
け
、
舎
利
を
安
泄
し
、
毎
歳
十
月
十
五

nを
以
て
舎
利
會
と
し
た
。
そ
の
後
圃
壺

佛
含
利
相
承
系
闘
と
日
宋
交
通
と
の
述
脳

六
六



寺
に
合
利
殿
を
建
て

4
、
こ

4

に
大
慈
寺
の
佛
牙
合
利
を
迦
し
た
3

と
こ
ろ
が
後
光
厳
院
法
皇
が
こ
れ
を
拝
ま
ん
と
の
御
希
望

が
あ
り
、
夢
窓
國
師
疎
石
を
介
し
て
交
渉
さ
れ
た
の
で
、
回
壺
寺
は
法
皇
に
こ
の
佛
舎
利
を
獣
納
し
た
。
應
安
七
年
正
月
十
七

日
、
法
皇
は
こ
の
「
佛
牙
舎
利
記
」
の
作
者
僧
某
に
右
の
佛
舎
利
を
賜
は
っ
た
の
で

、
長
く
こ
れ
を
子
孫
に
胎
さ
ん
が
た
め
に

こ
の
記
を
作
っ
た
と
い
ふ
の
が
、
こ
の
佛
牙
舎
利
記
の
概
要
で
あ
る
。

六
七

嘉
禎
三
年
十
月
、

道
家
が
宜
秋
門

と
こ
る
が
吾
妻
鏡
を
見
る
と
建
保
四
年
六
月
十
五
日
、
東
大
寺
大
佛
造
螢
に
従
軍
し
た
宋
人
陳
和
卿
が
鎌
倉
に
下
向
し
て
、

腟
箪
宜
朝
に
謁
し
、
往
朝
の
前
身
は
宋
朝
育
王
山
長
老
で
あ
り
、
自
分
は
紫
時
の
門
弟
で
あ
る
と
告
げ
た
。
箕
朝
は
去
る
建
膝

元
年
六
月
三
日
の
夢
に
一
高
僧
が
硯
れ
て
告
げ
た
夢
想
と
符
合
す
る
の
で
、
陳
和
卿
の
言
葉
を
信
じ
、
遂
に
重
臣
逹
の
諫
め
を

も
聞
か
す
に
育
王
山
参
詣
の
た
め
入
宋
を
企
て

、
陳
和
卿
に
命
じ
て
大
船
を
造
ら
せ
、
更
に
屈
従
す
べ
き
者
六
十
餘
人
を
人
選

恐
ら
く
何
ら
か

ヽ
詔

心

院

文

密

乾

元

久

11! ••
四
•
一
五
院
幽
下
文

し
た
。
陳
和
卿
は
東
大
寺
大
佛
造
螢
の
際
に
も
兎
角
の
風
評
の
あ
っ
た
人
物
で
あ

9

の
打
尊
的
な
考
へ
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ら
う
。
兎
も
角
も
彼
の
造
っ
た
船
は
由
比
洵
で
進
水
式
ど
行
っ
た
が
、
海
底
揺
く
し
て

靡

翠

、
遂
に
渡
海
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
ふ
こ
と
が
見
え
て
ゐ
る
。
疇
嗜
疇
嗜
竺

5

ー

・

□

．＇

今
佛
牙
舎
利
記
と
吾
妻
鏡
の
記
事
を
比
較
し
て
見
る
と
、
夢
想
の
貼
と
い
ひ
、
宋
朝
佛
舎
利
闘
係
の
名
寺
院
と
い
ひ
、
い
づ

れ
も
共
通
の
貼
が
あ
り
、
雨
者
の
間
に
は
換
骨
奪
胎
の
闘
係
が
あ
る
ら
し
く
考
へ
ら
れ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
鉗
朝
に
も
ま
た

常
時
流
行
し
た
育
玉
山
信
仰
の
氣
持
の
あ
っ
た
こ
と
は
、
吾
凄
鏡
の
記
軍
を
通
し
て
い
ひ
得
る
で
あ
ら
う
。

こ
の
佛
舎
利
相
承
系
麒
は
か
4

る
育
王
山
佛
舎
利
楽
拝
熱
の
白
熱
化
し
た
頃
の
文
歴
二
年
に
密
か
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
典
味
が

深
い
。
ま
た
こ
の
系
閾
に
載
つ
て
ゐ
る
九
條
道
家
も
育
王
山
信
仰
者
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

佛
舎
利
相
承
系
岡
と
日
宋
交
通
と
の
述
欄



佛
含
利
相
承
系
岡
と
日
宋
交
通
と
の
連
梱

院
・
束
一
條
院
に
屈
従
し
、
西
園
寺
公
痙
等
と
四
天
王
寺
に
詣
で
た
際
、
道
家
が
捧
げ
た
阿
頭
陀
経
供
養
願
文
中
に
、

腸
室
が
阿
育
大
王
の
塔
に
参
詣
し
た
例
に
模
つ
て
、
聖
徳
太
子
の
寺
に
詣
で
、
佛
舎
利
を
拝
し
、
こ
れ
を
供
養
す
」
と
記
し
て

今
こ
の
系
閾
を
見
る
に
、
佛
舎
利
を
奉
請
し
て
ゐ
る

0

瀕
文
集
四
、
嘉
禎
―
―
―
年
九
月

日
法
性
寺
殿
阿
禍
陀
繹
願
文

ゐ
る
と
こ
ろ
か
ら
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る

の
は
道
家
は
じ
め
殆
ど
す
べ
て
貴
族
逹
で
あ
る
の
は
、
こ
の
佛
舎
利
信
仰
が
僧
侶
よ
り
貴
族
へ
と
搬
ま
つ
て
行
っ
た
こ
と
を
示

す
も
の
で
あ
る
。

ゥで
し
て
平
安
ポ
期
よ
り
、
た
と
へ
ば
重
源
の
如
く
入
宋
僧
侶
の
育
王
山
巡
拝
者
も
現
れ
て
来
た
が
、
特
に
南
宋

に
入
り
、
育
王
山
が
騨
刹
五
山
の
一
と
し
て
有
名
と
な
っ
た
の
で
、

F
乱
我
が
椰
僧
逹
の
巡
拝
・
駐
錫
す
る
も
の
多
く
、
榮
西

往
来

も
仁
安
一
＝
年
育
王
山
に
参
拝
し
て
佛
舎
利
の
放
光
を
朦
證
し
て
を
る
し
、
呻
岬
暉
道
元
も
ま
た
貞
應
二
年
五
月
、
渡
宋
船
が
艇

元
に
在
泊
中
、
船
中
に
於
て
育
王
山
の
典
座
と
遇
ひ
、
鯰
臼
”
-
乾
そ
の
年
の
秋
と
嘉
誅
元
年
春
の
二
回
に
わ
た
っ
て
育
王
山

に
参
詣
し
て
ゐ
る
。
芦
翡
言
他
壺
心
・
静
照
・
喜
・
王
證
等
竺
つ
れ
も
育
王
山
に
参
詣
乃
至
は
駐
錫
し
て
ゐ
る
の
で
あ

冤
従
つ
て
線
倉
時
代
に
入
つ
て
は
育
王
山
佛
舎
利
信
仰
は
扉
僧
を
通
し
て
弘
め
ら
れ
た
に
相
違
な
い
。
こ
の
佛
舎
利
相
承
系

瀾
が
文
永
元
年
ま
で
4
ゞ
き
紐
が
れ
て
ゐ
る
の
は
、
こ
の
風
潮
に
支
持
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
詢
ほ
沙
源
玄
誌
が
阿
久
野
玉
即
ち

買
珠
一
粒
を
施
入
し
た
と
こ
の
相
承
系
繭
に
記
さ
れ
て
ゐ
る
の
は
、
或
は
四
五
珠
を
佛
舎
利
の
代
用
と
し
て
乃
至
は
佛
舎
利
に
光

彩
を
添
へ
る
た
め
施
入
し
た
も
の
で
あ
ら
う
か
。
こ
の
駄
興
趣
を
覺
え
る
の
で
あ
る
。

以
上
眺
め
て
来
た
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
明
か
な
如
く
、
こ
の
一
見
何
等
の
特
色
も
な
き
佛
舎
利
相
承
系
醐
も
、

一
度
日
宋
交
通

と
い
ふ
立
場
か
ら
見
る
な
ら
ば
、
阿
育
王
山
佛
舎
利
と
い
ふ
ー
黙
に
於
て
、
そ
の
根
祗
を
深
く
日
宋
文
化
交
渉
史
に
根
ざ
し
て

ゐ
る
こ
と
が
明
か
に
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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